
「話があり、和をもち、
　　　　そこに大きな輪をまわそう」
 ～心を耕し、心に種をまき、奉仕の花を
　　　　　　　　  皆の心に咲かせよう～
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　2019年に60万組だった婚姻数は、
2020年には52万組、2023年47万5000
組に減少しています。2024年には48
万5000組と少し増加していますが、
完全に回復したとは言えません。

　日本では結婚して子どもを持つというライフスタイル
がまだ根付いています。しかしながら、新型コロナウイ
ルスの影響もあり、出逢いの機会が減ったことが婚姻数
の減少に繋がったと考えられています。さらに、経済的
な将来への不安も少子化に繋がっています。
　これらのことから愛知県の少子化の現状は大変厳しく
なっていますが、愛知県の50歳以上の未婚の割合は男
女共に全国平均を下回っています。男性は約４人に１人
が生涯未婚で、女性は７人に１人が生涯未婚となってい
ます。生涯未婚率が増加を始めた1990年はバブル経済
最後の年で、男性は20人に１人、女性は30人に１人が
生涯未婚という結果でした。
　愛知県の調査で独身の方に尋ねたところ「今後結婚す
るつもりがある」と答えた方は、男性は69.5％、女性は
81.1％でした。独身に留まっている理由としては、20代
では１番目に「相手に巡り会わないから」、２番目に
「今は仕事や学業に勤しみたいから」という結果でし
た。30代では「相手に巡り会わないから」は44.3％で、
「独身の自由や気楽さを失いたくない」という理由も同
じく44.3％となっています。また「結婚する必要性を感
じない」という方も約４割近くいました。40代も似た
ような結果で、世の中が段々と便利になり、結婚しなく
ても一人で生きていけるという考えを持つ方が増えてき
ている傾向にあります。
　愛知県の結婚支援の取り組みとして、大規模婚活イベ
ントの開催や、愛知結婚サポートセンター「あいマリ」
を運営しています。「あいマリ」は、オンライン型の
サービスなので24時間365日参加することができます。
昨年の11月に開設され、会員数は1,700名で、成婚組数
は９組となっています。利用者の方の意見を伺い、寄り
添った支援を行っています。
　子育てに関連した取り組みとしては「はぐみんプラン
2029」というものがあり、県民や企業が一体となって
子育て支援を行う仕組みになっています。「はぐみん
カード」を持っている方には、協賛店で割引等のサービ

卓話「出逢いサポート　い・ま・む・か・し」
愛知県福祉局子育て支援課　課長補佐　平山 武志 氏

スが受けられる仕組みになっています。
　誰もが安心して子どもを生んで育てることができ、子
どもたちが健やかに成長できる社会の実現を目指して今
後も様々な取り組みを進めて参ります。

　はじめに、銅婚式を迎えられた小林
大悟会員・由美様ご夫妻の紹介をさせ
ていただきます。お二人は大学の同級
生で、小林会員の一目惚れだったそう
です。奥様にご主人の自慢できるとこ

ろをお聞きしたところ「たくさんあります。真面目で努
力家、クライアントの為に寝る間を惜しんで働き、集中
力は並外れています。誠実で、とても優しく、ケチケチ
していません。大らかで、話の引出しが多く、ユーモア
があります」と答えていただきました。
　続いて、銀婚式を迎えられた杉田洋会員・美和様ご夫
妻の紹介をさせていただきます。お二人は社内の飲み会
で出逢われたそうです。奥様にご主人の魅力をお聞きし
たところ「誰にでも気さくに話かけられるところ。クヨ
クヨしないところ。細かいことに悩んだりせず、全て前
向きに捉えることができるところ。どんな日でも、布団
に入ると１分で爆睡しているところもチャーミングで
す」と答えていただきました。
　第２部として、愛知県福祉局子育て支援課課長補佐　
平山武志様をお迎えし「行政が若者の出逢いをサポート
する」という新しい取り組みについて卓話をいただきま
す。出逢いがなければ、本日お祝いさせていただいた２
組のような幸せな結婚をすることはできません。その出
逢いを行政がサポートすることとなった背景や、最近の
取り組みなどをお話いただきます。

結婚記念該当者・卓話者紹介
長屋 麻衣子 ニコニコ委員長

第13回（通算3643回）2025年10月23日

結婚記念祝例会
卓話「出逢いサポート い・ま・む・か・し」

ニコニコ委員会担当

杉田 洋 会員・美和 様　井川 和英 会長　小林 大悟 会員・由美 様
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お誕生日おめでとうございます
伊藤 健一 会員（10月28日生）　岡田 直樹 会員（10月29日生）

■銅婚式小林大悟ご夫婦、銀婚式杉田洋ご夫婦、本日はおめで
とうございます。そして、平山武志様、お越しいただき有難
うございます。本日のお話を楽しみにしております

　井川 和英 会長　山本 貴浩 幹事
■井川会長より次年度役員・理事候補者の発表をしていただき、
ありがとうございます。12月４日の次年総会において改めて発表
させていただきます    　近藤 眞 会長エレクト　岩瀬 清 副幹事

■本日例会を担当させていただきます。よろしくお願いいたします
　長屋 麻衣子 ニコニコ委員長
■長屋麻衣子ニコニコ委員長、結婚記念祝例会楽しみにしており
ます　　野寄 誠三　伊藤 健一　村雲 晃　各会員

■銀婚式をお祝いしていただきありがとうございます
　杉田 洋 会員
■銅婚式をお祝いしていただきありがとうございます
　小林 大悟 会員
■「ポリオ寄付のお願い」をアナウンスさせていただきました
　紅林 友昭 Ｒ財団委員長　久保田 充三 地区補助金委員
■10月11日から13日、石川県において地区ローターアクトの国
内研修を行いました。５つの地区のローターアクター68人と
ロータリアンの合計80人で、能登半島の復興支援ボランティ
ア、研修、親睦などを行いました　　柳原 茂 地区ＲＡ委員長

■昨日、地区米山記念奨学委員として、豊橋東ＲＣの例会で米
山奨学生について卓話をさせていただきました

　伊藤 健一 地区米山記念奨学委員
■10月19日に豊橋商業高等学校ＩＡＣ創立60周年記念式典と記
念講演が開催されました。無事に終了したことをご報告いた
します　　笠原 元樹 インターアクト委員長

■先日、豊橋商業高校ＩＡＣ60周年記念式典に参加させていた
だきました　　大塩 啓太郎 元地区ＩＡ委員長

■昨日開催された豊橋商工会議所臨時議員総会にて第25期副会
頭に選任されました。皆様のご指導ご鞭撻、よろしくお願い
いたします　  大塩 啓太郎 会員

■大塩啓太郎さんが豊橋商工会議所の副会頭になられました。お
めでとうございます。豊橋の発展のためにがんばってください

　青木 公貞　高橋 豊彦　野寄 誠三　村雲 晃　各会員   （順不同)

愛知県福祉局子育て支援課　課長補佐　平山 武志 氏
杉田 美知 様　　小林 由美 様

本日のゲスト

小林 大悟 出席委員長出席報告
当日出席者 94名
総会員数 110名

計算会員数　94名中21名欠席
出席率  77.66%

中田 昌宏 ニコニコ委員ニコニコBOX

１．ロータリー日本財団より、認証状・認証ピンが届いています。
　　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（２回目） 山本貴浩会員
２．10月19日に豊橋商業高校ＩＡＣ創立60周年記念式典が開
催されました。

３．10月24日羽根井小学校にて社会奉仕事業が開催されます。

会長報告

１．ガバナー事務所より「2024-25年度 クラブ優秀賞」並び
に「地区優秀賞」報告が届いています。

２．ロータリーマガジンが届いています。

幹事報告 山本 貴浩 幹事

　次年度の役員・理事候補者について近藤眞会長エレ
クトより次の方々が推薦されました。
副会長／クラブ奉仕：大塩 啓太郎 会員　　幹　事　：岩瀬　 清 会員
会　計　　　　：久保田 充三 会員　　Ｓ.Ａ.Ａ. ：髙山 景一 会員
会長ノミニー　 ：佐藤 裕彦 　会員　　理　事　：井口 貴嗣 会員
理　事　　　　：村雲 晃 　　会員　　理　事　：浅倉 伸治 会員
理　事　　　　：伊藤 恭三　 会員　　理　事　：中田 昌宏 会員

　尚、直前会長として私、井川和英も理事となります。
他に候補者がございましたらお申し出下さい。12月４日
の例会で開催されます年次総会にて諮らせて頂きます。

井川 和英 会長次年度役員・理事候補者の発表

事務局：豊橋市花田町石塚42-1  豊橋商工会議所内
写真の閲覧はこちらから▶

会長挨拶 井川 和英 会長

　豊橋商業高等学校ＩＡＣが創立60周年を迎えられた
こと、大変嬉しく思います。創立60周年記念式典で
は、近畿日本ツーリスト株式会社の伴流高志さんに講演
をいただきました。伴流さんは、お祖母様が体の不自由
さのために旅行を諦めていた姿を見て「誰もが安心して
旅を楽しめるように」との思いから、会社でバリアフ
リーツアーを企画されたのがきっかけで、「体が不自由
でも、旅行を諦めない」「夢を諦めない」その思いが原
点になっているとのことです。

乾杯 渡部 茂久 会員

　本日は結婚記念例会ということで、皆
さまとこの喜びを分かち合いたいと思い
ます。乾杯。

ポリオ寄付及びＰＰＳ登録のお願い 紅林 友昭 Ｒ財団委員長

　ポリオ根絶は、ロータリーの最優先事
項です。明日10月24日は「世界ポリオ
デー」です。世界中で様々なイベントが
開催され、ポリオ寄付の募金活動が行わ

れます。昨年７月に実施した創立75周年記念事業や９
月に開催された松本南ＲＣとの交流ゴルフ大会、10月
に開催された2760地区ポリオ根絶チャリティゴルフ大
会では多額のポリオ寄付が集まったとのことです。この
ように行事の際には必ずポリオ寄付を募っています。
ロータリーとビル＆メリンダ・ゲイツ財団が９年程前、
パートナーシップを結び、ロータリーが３年間で１億
5,000万ドル、１年で5,000万ドルのポリオ寄付金を集め
ることを条件に、ゲイツ財団はその２倍額を上乗せをす
る約束となっているのです。「ロータリアン１人30ド
ルのポリオ寄付を」ということを聞かれると思います
が、それだけではゲイツ財団との約束の年間5,000万ド
ルは達成するため皆さまのご協力をお願いいたします。

歌
「愛は勝つ」

ソングリーダー 久保田 充三 会員

　

●11月６日（木）卓話「ロータリー財団寄付と、その奉仕活動へ
　　　　　　　　　　の活用の仕組み（仮）」
●11月９日（日）ＲＩ第2760地区 地区大会
●11月20日（木）●ＴＥＣの報告会（夜間）

10月30日（木）卓話「話して伝える」

例会予定

次回のプログラム
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